
を
出
荷
し
て
い
る
。
同
組
合
の
組

合
長
以
下
役
職
を
歴
任
し
、

年
３００

続
く
組
合
を
め
ざ
し
て
仲
間
の
中

心
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
。

■
農
業
青
年
奨
励
部
門

浅
岡
宏
明（
根
崎
町
）

ひ
ろ
あ
き

ポ
ト
ス
を
中
心
に
観
葉
植
物
生

産
を
営
み
、
新
品
種
の
導
入
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
等
を
活
用
し
た
販
売

活
動
に
よ
り
、
園
芸
店
や
一
般
消

費
者
に
も
情
報
が
伝
わ
る
よ
う
工

夫
し
、
小
鉢
商
品
を
中
心
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
を
提
供
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
青
年
部
、
安

城
市
温
室
園
芸
組
合
、
同
組
合
の

後
継
者
組
織
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ

に
加
入
し
、
若
手
農
業
者
の
交
流

や
情
報
交
換
に
よ
る
技
術
の
習
得

に
努
め
た
。

ホ
タ
ル
の
生
息
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、
地
域
住
民
と
ホ
タ
ル
の
観
察

会
を
実
施
。
ま
た
、
農
地
に
コ
ス

モ
ス
を
植
栽
し
、
コ
ス
モ
ス
ま
つ

り
を
実
施
し
て
い
る
。
農
家
の
み

な
ら
ず
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
活

動
は
、
農
地
等
の
多
面
的
機
能
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地

域
の
絆
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

■
営
農
部
門

太
田
基
弘（
河
野
町
）

も
と
ひ
ろ

豊
一
豊
田
青
果
市
場
向
け
の
ほ

と
よ
い
ち

う
れ
ん
草
、
小
松
菜
等
の
栽
培
と

河
野
苗
組
合
の
ナ
ス
、
メ
ロ
ン
等

の
苗
を
主
に
生
産
。
パ
ー
ト
従
業

員
を
年
間
雇
用
し
、
安
定
し
た
生

産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
７
年
に
安
城
地
区
露
地
野

菜
部
会
に
加
入
し
、
同
部
会
支
部

長
を
務
め
る
等
、
部
会
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

河
野
苗
組
合
は

年
続
く
独
自

２００

組
織
で
、
九
州
か
ら
東
北
ま
で
苗
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地
域
農
業
の
発
展
に
尽
く
し
た

人
等
を
顕
彰
す
る
市
農
業
賞
受
賞

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。〈
敬
称
略
〉

■
地
域
づ
く
り
活
動
部
門

東
端
環
境
保
全
会（
東
端
町
）

農
地
・
農
業
用
水
等
の
資
源
や

農
村
環
境
の
保
全
と
質
的
向
上
を

目
指
し
、
活
動
。
県
道
・
河
川
堤

防
等
の
法
面
の
草
刈
、
ヒ
メ
イ
ワ

の
り
め
ん

ダ
レ
草
の
植
栽
等
を
通
じ
、
雑
草

対
策
を
実
施
。
さ
ら
に
、
農
業
用

施
設
の
長
寿
命
化
の
た
め
、
道
水

路
の
補
修
等
を
実
施
し
て
い
る
。

加
え
て
農
地
・
用
排
水
路
の
保

全
管
理
の
活
動
を
行
う
な
か
で
、

■問
▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）

７１

第

回
市
農
業
賞
受
賞
者
決
定

３０

■
免
許
を
返
納
す
る
勇
気
を
持
っ

て
く
だ
さ
い「
ご
高
齢
の
運
転
者

の
皆
さ
ん
へ
」

全
国
的
に
交
通
事
故
件
数
が
減

少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
高
齢
の
運

転
者
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
え
て

い
ま
す
。

高
齢
の
運
転
者
に
よ
る
事
故
は
、

一
瞬
の
判
断
ミ
ス
や
ハ
ン
ド
ル
操

作
の
遅
れ
等
に
よ
り
起
き
る
こ
と

が
多
く
、
加
齢
に
よ
る
認
知
能
力
、

判
断
能
力
及
び
反
応
能
力
の
三
つ

を
合
わ
せ
た
運
転
能
力
全
体
の
低

下
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

運
転
を
し
て
い
て「
ヒ
ヤ
リ
、

ド
キ
ッ
」と
す
る
回
数
が
増
え
て

き
た
り
、
家
族
か
ら「
運
転
が
心

配
」と
言
わ
れ
た
り
し
た
ら
、
も

う
自
分
で
運
転
し
な
い
ほ
う
が
良

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
を
一

考
く
だ
さ
い
。

■
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事

業
現
在
、
市
で
は
運
転
免
許
証
自

主
返
納
支
援
事
業
と
し
て
、
運
転

免
許
証
を
警
察
署
へ
自
主
返
納
し

た
人
の
う
ち
、
希
望
す
る

歳
未

７５

満
の
人
へ
２
年
間
分
の
あ
ん
く
る

運
転
免
許
証
自
主
返
納
に
つ
い
て

バ
ス
無
料
乗
車
券
の
交
付
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

※

歳
以
上
の
人
は
、
後
期
高
齢

７５者
医
療
被
保
険
者
証
を
、
市
高

齢
福
祉
課
か
ら
送
付
さ
れ
た
専

用
の
パ
ス
ケ
ー
ス
に
入
れ
て
運

転
手
に
提
示
す
れ
ば
、
無
料
で

あ
ん
く
る
バ
ス
に
乗
車
で
き
ま

す
。

※
詳
細
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
。

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１
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■
意
見
を
募
集
す
る
計
画（
案
）

①
安
城
市
環
境
基
本
計
画
改
定

（
案
）
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に

関
す
る
施
策
の
推
進
を
目
的
と
し

た
計
画
で
す
。
平
成

年
度
を
目

３２

標
年
次
と
し
た

年
の
長
期
計
画

２０

で
、
５
年
ご
と
に
改
定
し
、
今
回

は
最
後
の
改
定
で
す
。

②
第
３
次
安
城
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画（
案
）
子
ど
も
の
読

書
活
動
の
推
進
と
読
書
環
境
の
整

備
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
第
２

次
安
城
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
を
見
直
し
て
策
定
し
ま
す
。

■
計
画（
案
）の
閲
覧

●
と
き

①
糸
１
月
４
日
捷
～
２

月
３
日
昌

②
糸
１
月

日
抄
～

１１

２
月

日
昌

い
ず
れ
も
午
前
８

１０

時

分
～
午
後
５
時

分（
閉
庁
・

３０

１５

休
館
日
を
除
く
）

●
と
こ
ろ

環
境
首
都
推
進
課

（
①
の
み
）、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、

中
央
図
書
館
他

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲

載
。

■
意
見
の
提
出

●
意
見
を
提
出
で
き
る
人

次
の

敢
～
桓
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人敢
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

柑
市
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
す
る

桓
市
内
で
活
動
し
て
い
る

●
提
出
方
法

閲
覧
期
間
中
に
住

所
・
氏
名（
団
体
・
法
人
は
、
そ

の
名
称
と
所
在
地
、
代
表
者
氏
名
）

と
意
見
を
持
参
か
郵
送（
必
着
）・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
各
担
当

課
へ

※
電
話
に
よ
る
意
見
提
出
は
不
可
。

個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

●
担
当
課
・
提
出
先

①
安
城
市

環
境
基
本
計
画
改
定（
案
）
糸
環
境

首
都
推
進
課（
〒

－

８
５
０
１

446

住
所
記
載
不
要
／
胃〈

〉１
１
１

７６

２
／kankyo@

city.anjo.aichi.
jp

）
②
第
３
次
安
城
市
子
ど
も

読
書
活
動
推
進
計
画（
案
）
糸
中
央

図
書
館（
〒

－

０
０
４
３
城
南

446

町
２－

－

３
／
胃〈

〉６
０
６

１０

７７

６
／tosyo@

city.anjo.aichi.
jp

）■問
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１中
央
図
書
館

（
緯〈

〉６
１
１
１
）

７６

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

に
よ
る
意
見
募
集

昨
年
秋
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共

和
国
へ「
少
子
化
対
策
」、「
学
校

教
育
」な
ど
の
行
政
調
査
に
出

か
け
ま
し
た
。
日
本
は
世
界
で

も
稀
な
速
さ
で
超
高
齢
社
会
を

ま
れ

迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
欧
州

諸
国
は
日
本
よ
り
一
足
先
に
少

子
高
齢
化
に
直
面
し
て
お
り
、

そ
の
社
会
制
度
に
見
習
う
べ
き

点
は
多
々
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
子
育

て
は
基
本
的
に
親
の
役
割
と
さ

れ
、
子
育
て
を
通
じ
た
親
子
の

絆
が
大
切
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
保
護
者
の
育
児

休
暇
や
職
場
復
帰
が
保
証
さ
れ
、

乳
児
期
の
親
子
で
過
ご
す
時
間

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
学
校
教
育
へ
の
経
済
支
援
も

充
実
し
、
国
家
の
明
日
を
担
う

人
材
育
成
を
重
視
す
る

国
民
合
意
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
国
は
人

口
が
約

万
人
と
少
な

540

く
、
特
に
創
造
力
に
富

む
優
秀
な
人
材
育
成
へ

の
注
力
は
特
筆
に
値
し

ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波

に
揉
ま
れ
、
ど
の
国
も

も
新
た
な
社
会
問
題
を
抱

え
、
試
行
錯
誤
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

教
育
や
福
祉
に
見
た
長

期
的
な
国
家
戦
略
は
参

考
と
な
り
ま
し
た
。

幸
福
度
の
指
数
が
高
い
北
欧

諸
国
は
、
日
本
で
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
充
実
し
た
社
会

制
度
は
重
い
国
民
負
担
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民

所
得
に
対
す
る
税
と
社
会
保
障

の
負
担
割
合
を
示
す「
国
民
負

担
率
」は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
約

％
に
対
し
て
、
日
本
は
約

６０

４０

％
で
す
。
社
会
保
障
に
関
し
て
、

高
負
担
高
福
祉
か
、
そ
れ
と
も

低
負
担
低
福
祉
で
ゆ
く
の
か
。

国
民
の
意
識
と
選
択
に
よ
り
社

会
の
あ
り
方
は
大
き
く
異
な
る

も
の
で
す
。

今
や
本
市
予
算
の

％
は
福

３５

祉
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
少

子
高
齢
化
が
進
め
ば
、
こ
の
比

率
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
今
後
の
社
会
を
誰
の
負

担
で
ど
う
支
え
る
の
か
。
日
本

の
自
問
自
答
は
ま
だ
ま
だ
続
き

ま
す
。
福
祉
を
巡
る
不
幸
な
出

来
事
の
な
い
社
会
を
実
現
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
市
で
は「
健
幸
都
市
」を
目

け
ん
こ
う

標
と
し
、
長
期
戦
略
で
幸
福
社

会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
今

春
か
ら
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
す
。
私
た
ち
の
新
し
い

挑
戦
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

タタンペレ市内の保育園にタンペレ市内の保育園にてて

ヘヘルシンキ市の街並ヘルシンキ市の街並みみ


